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令和７年度 第１回 木更津市地域包括支援センター運営協議会 会議録 

日時・場所 
令和７年６月 2５日（水）午後２時３０分～３時３０分 

木更津市民総合福祉会館 講習室 

出 席 者 

【委  員】 松清大（会長）・澤邊賢司（副会長）・石井結花・齋藤幸子・並木美幸・浜田美枝 

【事務局】 阿津福祉部長 高齢者福祉課：大倉野課長・牧野係長・境事務員・保坂事務員 

地域包括支援センター：青木管理者（中部）・佐藤管理者（東部）・ 

金子管理者（西部）・佐々木管理者（南部）・本吉管理者（北部）・ 

山田管理者（富来田） 

傍 聴 人 なし 

議 題 

議題 1 令和６年度木更津市地域包括支援センター事業報告及び収支決算について 

議題 2 令和７年度木更津市地域包括支援センター事業計画及び収支予算について 

議題 3 指定介護予防支援の委託先指定居宅介護支援事業者との契約について 

議題 4 指定介護予防支援事業所の指定について 

議事の内容 松清会長 ： 議題 1令和 6年度木更津市地域包括支援センター事業報告及び収支決算

について説明をお願いします。 

事務局 ：   1 ページの木更津市地域包括支援センター設置運営方針と、2 ページの令

和 7 年度事業実施にあたっての留意点については、前回、令和 6 年度末の

本協議会でご承認いただいたものを再掲しております。 

続きまして、8 ページから 12 ページは各包括の状況として、担当地区の

人口や高齢化率のデータ等を記載しております。 

13ページからの令和6年度事業報告及び収支決算について、各地域包括

支援センターから説明申し上げます。 

中部包括 ： 令和 6 年度中部地域包括センター事業報告を始めます。当センターは、平

成25年4月に開設し、包括受託 11年目となりました。職員体制は、3専門

職 6名と介護支援専門員 1名、事務員 1名で業務にあたり、請西・真舟地区

については、令和 6 年 4 月に開設された東部地域包括支援センターに約 6

か月をかけて業務を引き継いでいきました。 

地域支援事業として、総合相談件数は延べ 1021件でした。1つの相談に

認知症、独居高齢者、老々介護、家庭不和、経済的問題を抱えるなど、複雑化

した相談が多くありました。高齢者福祉課をはじめ、関係機関と継続的なフ

ォローをしていきました。 

権利擁護として、虐待対応件数は延べ 26 人。内容は、経済的、身体的、精

神的虐待でした。民生委員をはじめとする各関係者からの相談を受け、木更

津市高齢者虐待防止ネットワークを活用し、措置入所となったものが 1 件あ

りました。日常生活自立支援事業や成年後見制度につないだケースは 12 件

ありました。 
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包括的・継続的ケアマネジメント支援として、虐待、権利擁護を含むもの

や、利用者との関係が良好に保てなくなり、カスタマーハラスメントも含まれ

たものもありました。サービス提供に支障が出てしまう等の困難事例に対し、

地域ケア会議を計 5回、実件数 4件、関係機関と調整を図り、役割分担をす

るなどし、後方支援をしてまいりました。うち２事例の中で、利用者や家族と

のコミュニケーションがとりづらく、支援者に対し激しい暴言や責任追及を繰

り返し、サービス提供時間が超過、サービス事業所が継続的な支援ができな

くなる。支援者のケアの様子を動画にとり、ＳＮＳに上げるなどの行為もあ

り、支援者の介入が困難になるケースがありました。厳しい介護現場の中、介

護支援者側の人材不足の問題もありました。自立支援に資する地域ケア個別

会議では、2 事例を提出し、各専門職の方々からいただいた助言が、いずれ

もその後のご自身の生活を続けていく上で活用されました。 

地域ネットワークの形成については、特に、長須賀市営住宅の移動スーパ

ーに毎週参加することで、住宅内の小さなコミュニティーを発掘し、相談窓口

として活用されるようになりました。令和 6 年度は、地域ケア会議の議題と

して、移送に関する課題を、日東交通、小湊鉄道の各バス事業所様や、移動ス

ーパーのカスミ様に参加いただき、各地域の民生委員の代表者 3 名の方々

と会議を開催し、地域の公共交通の実情に対する情報共有をしていきまし

た。 

多職種連携として、木更津市在宅医療・介護連携推進協議会へ参加しまし

た。在宅医療・介護連携部会では 10 月に、「地域における在宅での看取りに

ついて」をテーマに、多職種連携研修会を行いました。認知症関連では、在宅

介護・認知症施策部会で、きさらづオレンジフェスタ 2024 を 9 月にイオン

モール木更津で開催しました。社会福祉・生活支援部会では 11月にチームオ

レンジ～「共生社会」の実現に向けて～をテーマに講演会を行いました。 

毎月 1回、6地域包括支援センター連絡会と包括内の3つの会議、社会福

祉士会議、保健師・看護師会議、主任ケアマネ会議や認知症地域支援推進員

会議を開催しました。各会議では、ケアマネジャー、包括職員、市役所職員を

対象に、スキルアップに向けた勉強会を行いました。 

介護予防ケアマネジメント業務として、要支援 1・2、事業対象者の延べ件

数は 3877 件あり、そのうち、直接介護予防支援を行った延べ件数は 593

件、外部の居宅支援事業所に委託をした延べ件数は 3284件でした。 

東部包括 ： 東部地域包括支援センターは、令和 6年 4月 1日に木更津市より受託し、

請西地区に事務所を開設いたしました。職員は社会福祉士 2 名、保健師 2

名、主任介護支援専門員 1名、看護師 1名の 3職種 6名体制で活動いたし

ました。初年度である令和 6 年度は、積極的に地域に出て、地域包括支援セ

ンターの職員の顔を知っていただくことを目標に掲げ、住民や関係機関との

方々との交流を深めることができました。結果、令和 7 年 4 月から、地区ボ
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ランティアによるサロンを開催することとなりました。 

総合相談ですが、令和 6 年度の相談件数は 1693 件ございました。電話

と訪問での相談が8割でした。相談者は本人が最も多く、家族、関係機関、介

護支援専門員の順でした。相談内容は、介護に関することが最も多く、また 1

つの相談に、認知症、老々介護、障害、家庭不和、経済的問題など、複雑化し

た問題が多くありまして、適切な機関、制度、サービスにつなげ、各関係機関

と連携をとりながら、継続的に支援しました。 

他の 5 箇所の包括と異なる点を申し上げます。認知症サポーター養成講

座の実績がございません。これは、認知症サポーター養成講座を行うには、

キャラバンメイトの研修を修了した者が行うため、令和 6 年度につきまして

は、3名がキャラバンメイトの研修を受けましたので、令和 7年度実施してま

いります。 

西部包括 : 岩根・金田地区を担当した西部地域包括支援センターの令和 6年度の事業

活動について、主な部分は中部包括さんの方でお話いただきましたので、西

部の方で令和 6 年度の主な活動の部分をお話させていただきます。令和 6

年度を振り返ってみますとコロナ感染もだいぶ落ち着きまして、地域の認知

症カフェであるとか、サロン、体操教室の再開が多く見られた年だったと思

っております。その中で包括職員が積極的に地域の交流の場や運動の場に

参加し、情報提供、情報共有を進めた年であったなと思っております。その状

況としては、地域ネットワークの形成の部分に少し書かせていただいており

ます。民生委員の、民協地域活動という部分であるとか、サロン、高齢者学級

といった部分の参加を記載しております。この地域のサロンでは健康講話で

あるとか、きさポン体操などの介護予防、また、国民生活センターで定期的

にホームページに載っている最近の詐欺情報、消費者被害のチラシ等をプリ

ントアウトして地域の皆さんに、被害防止の啓発活動を行うという活動をし

てまいりました。それから自主体操サークル、私どもの地域には 6 つの自主

体操サークルがありまして、こちらにも訪問させていただきまして、きさらづ

筋力アップ体操を中心に積極的に推進してまいりました。 

全体を通して言いますと、権利擁護ですけれども、虐待防止ネットワーク事

例検討会があります。昨年度は 5 回やっているのですが、この検討会を開始

して約 2 年になるのですけれども、この会議は、6 つの包括支援センター及

び市の高齢者福祉課と一緒に活動している事業で、各包括が対応している

高齢者虐待の対応の評価及び検討を進める会議をやっております。この会議

のメンバーは包括と高齢者福祉課以外に、この虐待ネットワークという中か

ら選出された医師、弁護士、警察、ケアマネジャー、それから中核地域生活支

援センターからも参加いただいているのですけれども、市の福祉相談課、障

がい福祉課など様々な方に参加いただいて、専門的な意見を伺うことがで

き、難しい虐待対応について、大変参考になる協議が今できてきていると思
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っています。令和 6 年度はこの虐待ネットワークの活動が上手く機能し始め

た年になったと思っております。 

南部包括 ： 南部地域包括支援センターは、平成 19 年に木更津市より委託を受けて、

現在職員体制は看護師 1名、社会福祉士 3名、主任介護支援専門員 1名の

3職種と介護支援専門員 1名、事務員 1名の7名体制で活動しております。

令和 4 年 8 月に法人施設の移転に伴い、包括も一緒に移動しまして活動の

拠点が現在は畑沢地区に移っております。 

主な内容は中部さんが報告してくださったので、南部に特化した部分だけ

お話させていただきます。 

総合相談に関しましては、件数としては 1162件でした。令和 6年度は本

人が認知症で精神疾患の家族と同居しているケースとか、キーパーソンの方

が認知症なのか精神疾患なのかちょっと判断しかねる状態という相談も多

く、かなり対応に苦慮したという印象があります。 

権利擁護に関しましては、成年後見制度はなかなか利用に結びつかないケ

ースが多いのですが、６年度は実際に申立てを 4 件行いました。本人申立て

のケースもありましたし、ご親族を探してその方に依頼したというケースもあ

りました。また社会福祉協議会が主催しました市民後見人養成講座におい

て、地域包括支援センターの活動を参加者の方にお伝えする機会をいただき

まして、後見人の方のサポートを行いました。 

虐待に関しましては、相談は 8 件ありまして、実際に虐待と認定されたケ

ースは 2 件ございました。施設入所をしていただいたり、実際に分離をした

ケースなのですが、いずれも認知症の方という、虐待者の方はどうしても認

知症の方が対象になるなという印象です。また、虐待者の支援というのも、

私たちの役割にあるのですけれども、なかなかその精神疾患なのか、グレー

なのか、なかなか対応に難しいなと感じています。グレーな方が増えている

なと思います。 

地域ネットワークの形成につきましては地域ケア会議を各地区で、年 2 回

開催しまして、その地域で実際に孤独死が何件か続いたことがありましたの

で、そういった身近なテーマを民生委員さんや警察、市役所、自治会の方と

一緒に情報交換や意見交換を行いました。 

認知症関係に関しましては、認知症サポーター養成講座については、回数

は2回とちょっと少ない回数ですけれども、鎌足中学校と波岡中学校に昨年

から引き続き開催させていただいております。これは今後も継続して欲しい

という学校からの意向もありますので、今後も続けていきたいと思います。 

その他としましては、包括のＰＲを兼ねまして、包括の広報を年 2回発行し

たりですとか、ホームページにおいて包括の日々の活動をブログであげたり

しています。またきさらづ筋力アップ体操の紹介動画を作成しまして、職員

自ら体操をしているところを映し、ＹｏｕＴｕｂｅにアップロードしています。 
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介護予防ケアマネジメント業務に関しましては、包括支援センターの年間

件数は 1351件で、委託に出すのが相変わらず難しい状況で、自分たちが担

当するケースが増えてきています。介護予防事業対象者への介護予防支援

業務というところでは、通所型Ｃ事業というのを、市でやっておりまして、当

法人で 13 年ぶりに委託を受けまして、包括の職員も企画や運営に協力しま

した。9 月から 11 月の 3 か月間、毎週 1 回実施することで協力してまいり

ました。 

北部包括 ： 北部地域包括支援センターは、平成 20 年 4 月、木更津市より受託いたし

まして、担当地域は、中郷地区、高齢化率が 44.2％、清川地区が 27．15％

です。職員は看護師 2名、社会福祉士 3名、主任介護支援専門 1名、介護支

援専門員 1名、事務員 1名で活動してまいりました。 

総合相談については、高齢者の身近な相談窓口として様々な相談に応じ、

適切なサービス利用や機関、制度へつなぎ、継続的に支援いたしました。電

話での相談が全体の 7 割を占め、相談者は家族が最も多く、本人、関係機

関、ケアマネ、サービス事業所、民生委員、隣人の順でした。また、営業日以外

も、実際に 408 件連絡があり、緊急対応としては、1.体調を崩した高齢者に

対して市配食サービスから連絡相談を受けて、家族に連絡をとり、自宅に向

かっていただく。2.病院からの問い合わせに対応し、直接高齢者宅を訪問、

体調を確認し、担当ケアマネに報告、家族につないでもらう。3.通報により保

護された高齢者の対応を、警察から相談を受けて、緊急ショートステイを手

配し、保護、家族につなぎました。 

地域ネットワークの形成については、個別ケースからの地域ケア会議は 2

回ありました。以前から関わっていた事案ですが、再度地域ケア個別会議を

開催いたしまして、生活支援課、住宅課、生活衛生課、民生委員、獣医、猫ボ

ランティア、担当ケアマネと協議し、高齢者向け住宅に引っ越しができ、一般

的な生活がようやく送れるようになりました。また、高齢者の母と知的障害

の娘の事案では、雨漏りがひどく、漏電の危険性があり、家の中がゴミで埋

め尽くされていて、その上で生活をしている。預貯金がなく、金銭管理がで

きず、頼る親戚もいない親子に対して、住みかえに向けて、金銭管理の支援、

娘の障害者手帳を取得と就労支援、事務手続きなど、関係機関とともに協議

いたしました。新たな住居場所の確保と障害者手帳の取得に向けて、今後も

状況を確認しながら、対応中でございます。 

令和 6 年度は、太田中学校でコロナ禍以前行っていたごみ出しボランティ

アを、大田中学校地域交流プロジェクトと名称を変更してスタートいたしまし

た。また、1 年生を対象に認知症サポーター養成講座は変わらず開催するこ

とができましたので、太田中学校におかれましては、1 年生から 3 年生まで

が、皆さん認知症サポーターになっております。 

令和 4 年 4 月から、ウエルシア薬局の営業統括本部にご協力いただきま
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して、ウエルシア祇園店で知ってトクトク講座というものを開催させていただ

き、好評を得まして、現在第９弾ということで、継続しています。 

認知症カフェとして、笑顔カフェをウエルシア、老人福祉センターの 2 箇所

で開催しています。参加者は、季節にちなんだ作品づくりの材料を買って制

作してみたり、時には認知症のご家族同士で交流会のような形でお互いの悩

みや情報交換を行ったりしています。 

介護予防ケアマネジメント業務についてですが、令和 6 年度からセンター

のケアマネジメント件数が増加しました。センターでは 1150件、委託居宅へ

は 3442件をお願いしました。 

富来田包括 ： 富来田地域包括支援センターです。担当地域は富来田地区のみですが、

木更津市全体の約 3 分の 1 の面積を占める広域であること、高齢化率が

44.9％と高いこと、交通インフラの脆弱性等、地域課題を抱えている状況で

す。令和 6年度の職員体制は、保健師 1名、社会福祉士 2名、事務員 1名で

活動を開始しましたが、9月末に職員が 1名退職となりました。そのタイミン

グで本体施設により求人募集を行いましたが、採用に至らず、令和 6 年度の

下半期は保健師 1 名、社会福祉士 1 名、事務員 1 名体制で活動を行いまし

た。職員が減ったことで富来田地区の皆さんに不利益が生じないよう、職員

同士で連携をとり、これまでの活動内容は可能な限り継続を行いました。富

来田地区の皆さんからもねぎらいや励ましの言葉をいただき、通常業務の運

営を行うことができました。 

総合相談につきましては、相談件数は 1186 件となりました。富来田地区

の特徴である広域、少子高齢化はここでも影響があり、高齢に伴う難聴のた

め、電話ではうまく相談が伝えられない、相談に行くための交通手段がない

等の問題に対応するため、積極的に訪問対応を行いました。年度途中で職員

が 1人退職しましたので、年間の訪問件数を、事務員を除く職員数 2.5人で

割ると、1人当たり年間約 93回の訪問を行いました。令和 6年度は東部包

括さんの訪問件数も多かったですが、他のエリアの包括さんと比較しても、

職員 1 人当たりの数としてはかなり多い数となっておりますし、地域の実情

に応じた活動ができたと思っております。 

権利擁護に関しては、虐待相談として 2件ありました。2件に関しては、関

係機関と連携をとりながら、訪問等で見守りの強化を図り、今年度も支援を

継続しております。 

地域ネットワーク形成の特記としましては、令和 6 年度は富来田地区民生

委員協議会の皆さんに地域ケア会議に参加していただき、「独居高齢者の孤

独・孤立を考える」をテーマに意見交換、情報共有を行いました。令和 4 年度

に立ち上がったとみおかにこにこカフェ、令和 5 年度に立ち上がったふくふ

く広場ともに、地域の皆さんに活動が定着しております。にこにこカフェは毎

回スタッフ含めて、20名から 30名の参加、ふくふく広場は、60名から70
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名の参加となり、来月も行くよ、楽しみにしているよと、お声をいただいてお

ります。 

介護予防ケアマネジメント業務の特記としましては、介護予防支援業務の

ケアプラン作成件数についてお話をいたします。件数としましては 573 件

と、他包括と比較して少ない数となりますが、職員 1 人当たりの担当件数で

換算すると、他包括と同等の数字となっております。ガソリン代高騰の影響

もあるのか、富来田エリアは市街地から離れているという理由で、居宅介護

支援事業所から委託を断られることも少なくありません。今後も職員のケア

プラン作成数の増加が予測される状況となっています。 

もう 1 点ご報告としましては、一般高齢者への介護予防支援業務の 1 つ

に、きさらづ筋力アップ体操があります。エリア内に 4 団体あり、包括として

も業務に支障のない範囲で参加をしており、活動継続への支援をさせてい

ただきました。各団体への包括参加総数は、年間を通して約 86 回となりま

す。そのうちの 1 団体が、継続年数 8 年以上ということで、令和 6 年度、高

齢者福祉課から表彰をいただきました。高齢化に伴い、参加人数が減少傾向

にありますが、表彰が励みとなっているご様子です。 

松清会長 ： ご意見、ご質問があれば、お願いします。 

松清会長 ： ご意見ないようなので、採決に移ります。議題 1令和 6年度木更津市地域

包括支援センター事業報告及び収支決算について適当と認めることに賛成

の方は挙手を願います。 

        （全員挙手） 

松清会長 ： 今日出席の 6 名全員ですので、議題 1 に関しては本協議会として承認い

たします。 

松清会長 ： 議題 2 です。令和 7 年度木更津市地域包括支援センター事業計画及び収

支予算について説明をお願いします。 

北部包括 ： 令和 7 年度北部地域包括支援センター事業計画の説明を始めさせていた

だきます。運営体制について、当センターは、平成 20 年 4 月に委託を受け

まして、中郷・清川地区を担当し、引き続き地域包括ケアに向けて、センター

の役割が果たせるように努めます。営業時間は月曜から金曜日の午前 8 時

半から午後 5 時半。営業日以外の土日祝日及び夜間は、職員が交代で携帯

電話を持ち、センター代表電話からの転送で緊急時に対応ができるようにし

ております。職員の配置については、社会福祉士 2 名、主任介護支援専門員

2 名、看護師 2 名、介護支援専門員 1 名、事務員１名、合わせて 8 名で活動

いたします。 

総合相談支援事業については、高齢者やヤングケアラーなどを含めたその

家族の身近な相談窓口として、様々な相談に応じ適切なサービス利用や機

関、制度へつなぎ、継続的に支援いたします。 

権利擁護事業については、自分らしく、尊厳ある生活ができるように、行
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政機関等と連携し、地域の消費者被害の防止を図ります。また必要に応じ

て、権利擁護支援定例会議に検討ケースを出し、今後の対応についての意見

をいただき、その後の対応に活かします。 

認知症に関する取組について、認知症サポーター養成講座や認知症サポ

ーターステップアップ講座を継続的に開催し、認知症についての周知活動

や、チームオレンジなどのボランティア活動につながる 1つのツールとして行

ってまいります。当センターでは、認知症カフェを笑顔カフェとして、２箇所で

行っております。清見台・太田地区まちづくり協議会と協力して、コミュニテ

ィー版笑顔カフェの開催を年 3 回、今年度も予定しております。さらに昨年

度グループホームフォレストヒルがもりもり cafe、社会福祉法人多宝会がハ

ぐカフェをそれぞれ毎月開催しており、開催時は認知症地域支援推進員とし

て参加しております。 

平成 29 年 7 月より、認知症初期集中支援チームの運用が開始されてお

り、認知症状への初期対応に苦慮している方々に支援が届くよう、市や医療

機関などとチームアプローチができるようにしております。 

木更津市の他の地域でも、チームオレンジが立ち上がっており、私たちの

担当地域でも貢献できるように、ネットワークづくりや職員のスキルアップを

してまいります。 

介護支援専門員に対する支援・指導事業については、木更津市ケアマネジ

メント研究会に参加して、ケアマネジャーの抱える問題や課題の把握の連携

に努め、顔の見える関係づくりを行うとともに、地域の介護支援専門員が自

身の役割や解決方法を整備し、主治医や地域の関係機関との連携調整を図

り、自ら問題解決ができるように、日常的に支援してまいります。 

介護予防ケアマネジメント事業について、住民主体の介護予防活動として

行われているきさらづ筋力アップ体操を地域に広め、健康で生き生きとした

生活を送れるように支援いたします。 

保険事業が所管している国保データーベースを活用して、フレイルの早期

発見のため、圏域で行う介護予防・日常生活支援総合事業などでの活用や、

専門職が関わることにより、高齢者が自身の健康づくりを意識づけられるよ

う、保健事業と一体的な支援を行ってまいります。 

民生委員等地域との連携については、地区の民生委員児童委員協議会に

出席し、地域が抱える高齢者福祉等に関する課題などを調整、地域とのつな

がりが強化できるように努めます。圏域ごとの話し合いの場となる地域ケア

会議を開催いたします。地域ケア会議で把握した課題を多職種と共有し、医

療と介護の連携を強化するなど、ネットワークづくりをより一層進め、地域包

括ケアを推進していきます。 

その他、関係機関との連携について、高齢者を取り巻く課題は重層化して

いるため、行政や各関係機関との連携、また、重層的支援体制整備事業を活
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用し、問題解決に努めます。多様化・複雑化する問題に対応するため、今後も

必要に応じて多岐の連携を図ってまいります。 

災害時には、地域により困りごとが違うことも含め、今後も地域包括支援

センターの役割として、高齢者の安否確認の方法などについて、関係機関と

協働していきます。 

また、社会福祉士養成機関からの要請を受け、実習生受入れを行います。 

公正かつ中立な業務の運営を確保するための措置について、行政機関等

と密接に連携を図り、特定の事業所等へ不正・不当に偏ることがないよう、

職員間で情報の共有を図り、公正・中立な立場で業務にあたります。 

個人情報の保護については、地域包括支援センターの運営上、高齢者の心

身の状況や家族の状況等を幅広く知り得る立場にありますので、個人情報の

管理は徹底し、万全の対策をとります。 

その他、開設当初から続いております機関紙「北部だより」を年 2 回作成

し、地域包括支援センターの活動内容の広報を継続してまいります。また、地

域包括支援センターを幅広く、今後も知っていただけるように、啓もう活動

をしてまいります。 

最後になりますが、感染症や自然災害が発生した場合でも、業務が安定

的、継続的に提供されるように、業務継続計画を策定しております。活用で

きるように、平常時から取り入れていきます。 

中部包括 ： 運営体制としては、当センターは平日 8時 30分から 17時 30分は事務

所に職員を配置しています。時間外については、留守番電話と緊急用の電話

番号がアナウンスされ、対応するようになっていることは昨年と同様です。職

員配置として社会福祉士2名、看護師2名、主任介護支援専門員 1名、介護

支援専門員 1名、事務員 1名で業務にあたっていきます。 

大まかな計画は北部さんと同じですが、中部包括で令和 6 年度に取り組

んだ地域の集いの場や、新たに構築した関係性を活用し、民生委員様にもご

協力をいただき、様々な相談に対応していきたいと思っています。中部地域

で多い独居高齢者、精神疾患を持った家族を高齢者の年金で支える

8050、ヤングケアラーを含んだ家族の相談窓口として対応していきます。

その際、包括内だけで抱えるのではなく、高齢者福祉課、生活支援課をはじ

め、行政や他の機関と連絡を取り合い多機関協働事業につなげたり、地域ケ

ア個別会議を充実させ、今年度より一中西部地区に配置された生活支援コ

ーディネーターと協働し、地域課題を抽出し、地域づくりや政策形成に結びつ

けることで、地域包括ケアを推進してまいりたいと考えています。具体的に

は桜井公民館で5月から行われました子ども食堂などですが、つながりも生

かしていきたいと考えています。 

今年度は地域ケア会議として、災害時の対応を地域課題と捉え、地域の

方々と検討できればと考えております。 
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東部包括 ： 運営体制ですが、平日 8 時３０分から 17 時 15 分、事務所に職員を配置

しております。時間外につきましては、留守番電話と緊急用の電話番号をア

ナウンスし、対応してまいります。職員の配置ですが、社会福祉士 1 名、保健

師 2名、主任介護支援専門員 1名、看護師 2名の 6名体制で業務にあたり

ます。 

大まかな事業内容は、北部包括と同じでございます。 

今年度東部包括では、令和 7年 4月よりサロンを月 1回定期的に開催し

ております。さらに、認知症カフェの開設を目指してまいります。 

また、昨年度実施できなかった認知症サポーター養成講座も、令和 7年 4

月に第 1 回を実施しておりまして、今年度様々な場所で行ってまいりたいと

考えております。 

西部包括 ： 主に北部さんが最初に説明いただいたことが、基本やっていく部分になり

ます。それから、事業実施にあたっての留意点というのは、当然進めてまいり

たいと思っております。令和 7 年度、特に我々西部包括の方では、防災につ

いて取組を考えていきたいと思っております。実は先日岩根西地区のまちづ

くり協議会の皆さんと、地域防災の協議をしました。その協議の中で、まちづ

くり協議会の皆さんがとても熱心に防災のことを考えて、取り組んでいらっ

しゃるというのもよくわかりましたし、事前の防災の対策がとても重要であ

るということは非常によくわかったというところでした。それを受けて、この

岩根西地区の防災という部分、なかなかあまり我々包括としても考えていな

かったものですから、この話を聞いていろいろ調べまして、災害時の自治体

の動きや避難所マニュアル等も確認させていただいて、地域住民の方と地域

の福祉・医療の事業所が、お互いの役割を理解して協力して取り組む必要が

あると感じたところであります。この点から今年度は地域防災について、地

域ケア会議を開催しまして、医療と介護、それから障害の支援者の災害時の

動きと、避難所の皆さんとか地域の皆さんの動きについて理解を深めて、災

害時に連携した活動がとれるよう、地域の皆さんと検討したいと考えており

ます。この点をちょっと重点的にやっていきたいと考えております。 

南部包括 ： 各包括の皆さんが報告している内容と主なところは変わりませんので、違

うところだけ報告します。運営体制に関しましては、南部地域包括は土日祝

日も交代で出勤しております。365 日のうち元日だけはお休みをいただい

ていますが、あとは毎日職員が交代で勤務している状況です。職員の配置に

つきましては、主任介護支援専門員 1 名、社会福祉士 3 名、看護師 1 名、事

務職 1名と、ケアプランナーの看護師が 1名の計 7名で対応しております。

内容につきましては、同じなので省かせていただきます。 

認知症に関する取組についてですが、認知症サポーターの養成講座はもち

ろんですけれども、認知症予防としまして、コグニサイズを導入して、地域の

方にいつまでも元気で過ごしていただけるようにということで、サロンなど
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でコグニサイズを皆さんに広めているところでございます。今後もやってい

きたいと思います。あとはオレンジカフェの活動を 2 箇所で行っております

ので、そちらの協力はしていきますが、私どもも東部さんのように、新しいオ

レンジカフェを立ち上げたいと考えておりますので、今年度はいろいろなと

ころを見学しながら、来年度の立ち上げに向けての活動をしていきたいと思

っております。 

広報は年 2 回、ホームページにおいてセンターの活動内容の周知というこ

とと、またできるだけＹｏｕＴｕｂｅなどで、目立ちたがり屋の職員が多いもの

ですから、自分たちで配信していきたいと思っております。 

富来田包括 ： 富来田地区の特記のみお話いたします。運営体制につきましては、8 月

から保健師 1 名の入職が決定しておりますので、8 月以降、保健師 2 名、社

会福祉士 1 名、事務員 1 名で活動をしていく予定です。担当エリアは広域で

あることを鑑みて、相談を待つだけでなく、高齢者サロン、サークル、カフェ、

地域イベント等に積極的に参加し、高齢者の状況を把握し、必要時は適切な

助言ができるよう努めたいと考えています。また相談に対する対応として、

今年度も継続して、訪問での対応を積極的に行う予定です。 

地域のつながりが強いエリアですので、最近見かけないけど大丈夫かしら

といった会話が聞かれることもあります。そういった場合は、それとなく訪問

活動を行い、実態把握を行いたいと思っております。 

認知症に対する取組の一つである、認知症サポーター養成講座について

ですが、エリア内の学校、商業施設が少ないこと、民児協が 1団体のみという

こともあり、包括として開催したくても受け入れてくださる場所がないとい

うような現状となっております。人口が少ないため、お声掛けしても、既に受

講しましたという方も多数いらっしゃいます。どのように講座開催につなげ、

サポーターを増やしていくか、富来田包括としての課題と考えています。 

また、介護予防ケアマネジメント事業について、富来田エリアだけの話では

ありませんが、今年度からきさらづ筋力アップ体操の内容が改定されており

ますので、各団体が新しい体操に戸惑うことなく、活動が継続できるよう支

援を行ってまいります。 

松清会長 ： 本件につきましてご意見、ご質問あればお願いいたします。 

齋藤委員 ： 意見ではないのですけれども、今朝 NHKのあさイチを観ていたら、ちょう

ど地域包括支援センターについての話を取り上げてやっていたのです。皆さ

んの今までの活動を見ると本当に手厚く地域に根差して、様々なところで活

動してくださるというのはよくわかるし、私も民生委員としてすごく関わって

いるので、実際によくわかるのですけど、今日やっていたのは、配偶者が亡く

なってひとりになってしまったときに、生きる気力とか食事を作る気力とか、

とにかく物事に対しての気力がなくなってストップしてしまう、という話だっ

たのです。そういうときに地域包括支援センターに、もう寂しいという一言で
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もいいから相談に行けば、こういうサークルがあるよとか、こういう活動があ

るよとか、紹介してもらって、また新たな自分の人生を切り開くことができま

すというような話もしていたのです。私、全部を観たわけではないのですけ

ど、たまたま私が観たときにそういうことをやっていたので、地域包括支援

センターの仕事がまたこれで増えるだろうなと思いました。あさイチは、結構

いろいろな人が観ていると思うので、その影響が 7年度に来るかもしれませ

んので、情報として発言させていただきました。 

もう 1つ質問なのですけど、金田地区ですけど、民生委員児童委員協議会

の定例会には、今までは参加していなかったのですか。 

西部包括 ： いえ、参加はさせていただいています。 

齋藤委員 ： 毎回ですか。 

西部包括 ： 毎回ではないです。 

齋藤委員 ： 毎回ではないのですか。うちの地区は毎回来て情報交換してくださるので

すね。そういう話が民生委員の会長会議の中で出たときに、うちの方は来な

いよと、金田の方が言っていたので。 

西部包括 ： 金田に関しては、実は 5月にお邪魔させてもらっています。 

齋藤委員 ： お忙しいところ申し訳ないのですが、ちょっと回数を増やしていただける

と。 

西部包括 ： わかりました。ありがとうございます。 

松清会長 ： 他に何かご質問ご意見ありますでしょうか。 

松清会長 ： それでは採決を行います。議題２令和 7 年度木更津市、地域包括支援セン

ター事業計画及び収支予算について、適当と認めることに賛成の方は挙手

をお願いいたします。 

         （全員挙手） 

松清会長 ： 挙手全員ですので、本協議会として承認いたします。 

松清会長 ： 続きまして、議題 3 指定介護予防支援の委託先指定居宅介護支援事業者

との契約について、説明をお願いします。 

事務局 ：   資料の 1１9 ページをお開きください。介護認定において、要支援と認定

された方の介護予防ケアマネジメントを行う事業者として、地域包括支援セ

ンターが指定されておりますが、その業務の一部を委託することに際して

は、運営協議会の承認が必要とされております。今回承認をいただく事業者

は、前回の承認以後に契約を締結した事業所分についてでございます。資料

のとおり４４件となっております。説明は以上です。 

松清会長 ： ご意見ご質問があればお願いします。 

松清会長 ： ご意見がないようなので採決を行います。議題 3 指定介護予防支援の委

託先指定居宅介護支援事業者との契約について、適当と認めることに賛成

の方は、挙手をお願いいたします。 

         （全員挙手） 
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松清会長 ： 挙手全員ですので議題３については本協議会として承認いたします。 

松清会長 ： 続きまして、議題４指定介護予防支援事業所の指定について、説明をお願

いします。 

事務局 ：   令和 6 年 4 月から、地域包括支援センターの設置者に加え、指定居宅介

護支援事業者が指定を受けて、介護予防支援事業を行うことが可能となりま

したが、指定に際しては、運営協議会の承認が必要とされております。今回

承認をいただくハートケア居宅介護支援センターは、令和 4年 6月 1日に、

居宅介護支援事業者として、木更津市で指定を受け、管理者が主任介護支援

専門員であり、要件を満たしております。承認後は、必要書類が揃い次第、指

定を行いたいと考えております。説明は以上です。 

松清会長 ： 何かご意見ご質問があればお願いします。 

松清会長 ： ないですね。それでは採決を行います。議題 4指定介護予防支援事業者の

指定について適当と認めることに賛成の方は挙手をお願いいたします。 

         （全員挙手） 

松清会長 ： 挙手全員ですので議題 4について本協議会として承認いたします。         

松清会長 ： 以上で本日の議題はすべて終了しましたが、何か他にございますか。大丈

夫ですか。ないようですので、進行を事務局にお返しします。 

事務局 ：   これをもちまして、本日の協議会は閉会いたします。 

 

会議終了 

審議の結果 議題１   承認  

議題２   承認  

議題３   承認  

議題４   承認  

 


